
 

 

的に開催し、チーム数を増やします。また、構成員の資質向上のためフォ 

ローアップ研修や、災害時に迅速かつ適切な支援活動が行えるよう、消防 

や他の医療チームとの合同訓練に参加します。 

〇 災害時における精神科の医療提供体制の中心的な役割を担う災害拠点 

精神科病院として、令和５年１１月に、総合救急災害医療センターを指定 

し、ＤＭＡＴ、ＤＰＡＴを同一病院内で運用できる機能を生かして身体・ 

精神両面にわたる包括的な災害医療を提供します。 

〇 精神科病院に対しては、災害時に備えた体制等を検討・整備するよう指 

導していきます。 

 

        上記の施策に取り組むとともに、医療圏ごとに各疾患等に対応している 

医療機関の明確化や、各医療圏及び県全体での協議の場を通じて、多様な 

精神疾患に対応できる医療連携体制の構築を図ります。 

 

(ｴ) 施策の評価指標 

 

[基盤（ストラクチャー）] 

指 標 名 現 状 目 標 

精神科救急基幹病院数※１ 
１４病院 

（令和５年７月） 

１４病院 

（令和１１年度） 

精神科救急身体合併症に対応で

きる施設数※２ 

５病院 

（令和５年７月) 

６病院 

（令和１１年度） 

救命救急センターで｢精神科｣を

有する施設数 

１４箇所 

（令和５年４月) 

１５箇所 

（令和１１年度） 

治療抵抗性統合失調症治療薬を

精神病床の入院で使用した病院

数 

２２病院 

（令和２年度) 

２４病院 

（令和９年度） 

精神疾患の訪問看護を実施して

いる医療機関数（認知症を除く） 

１５４施設 

（令和２年度） 

１６５施設 

（令和１１年度） 

グループホーム等の定員 
１０，４１０人 

（令和４年度） 

１５，０００人 

（令和８年度） 

※１ 精神科救急入院料算定認可医療施設数として、総合救急災害医療センターを含む 

※２ 身体疾患合併症対応協力病院運営要領に基づき登録した医療機関数 

 

〔過程（プロセス）〕 

指  標  名 現状 目標 

精神保健福祉センターにおける

訪問指導の延人数 

４１人 

（令和４年度） 

５０人 

（令和１１年度） 
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指  標  名 現状 目標 

地域移行・定着協力病院数 
２５病院 

（令和５年４月） 

２７病院 

（令和１１年度） 

統合失調症患者における治療抵

抗性統合失調症治療薬の使用率 

１．１８％ 

(令和２年度) 

１．８８％ 

（令和９年度） 

精神疾患の訪問看護利用者数

（認知症を除く） 

５，０６４人 

（令和４年６月） 

５，２８０人 

（令和１１年度） 

 

〔成果（アウトカム）〕 

指  標  名 現状 目標 

退院患者平均在院日数 

（精神病床） 

３１２．０日 

（令和４年度） 

３０５．０日 

（令和１１年度） 

精神障害者の精神病床から退院

後１年以内の地域での平均生活

日数 

３３０．０日 

（令和元年度） 

３３２．４日 

（令和７年度） 

在院期間５年以上、かつ６５歳

以上退院者数（１月当たりの退

院者数） 

１６人 

（令和４年６月） 

２２人 

（令和１１年） 

精神病床における急性期（３か

月未満）入院患者数 

１，７０１人 

（令和４年６月末） 

２，２２３人 

（令和８年） 

精神病床における回復期（３か

月以上１年未満）入院患者数 

１，３７８人 

（令和４年６月末） 

１，７９０人 

（令和８年） 

精神病床における慢性期（１年

以上）入院患者数 

６，４６０人 

（令和４年６月末） 

４，９５２人 

（令和８年） 

精神病床における慢性期入院患

者数（６５歳以上） 

３，９２４人 

（令和４年６月末） 

２，６７１人 

（令和８年） 

精神病床における新規入院患者

数の平均在院日数 

１０４．８日 

（令和元年度） 

１０３．６日 

（令和７年度） 

精神病床における入院後３か月

時点の退院率 

６７．２％ 

（令和元年度） 

７０％ 

（令和８年度） 

精神病床における入院後６か月

時点の退院率 

８１．６％ 

（令和元年度） 

８６％ 

（令和８年度） 

精神病床における入院後１年時

点の退院率 

８８．４％ 

（令和元年度） 

９２％ 

（令和８年度） 

自殺死亡率 

（人口１０万対） 

１６．６ 

（令和２～４年平均） 

１３．０ 

（令和６～８年平均） 
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(ｶ)  若年性認知症施策の推進   

〔若年性認知症の人やその家族への支援〕 
○ 当事者とともに医療、介護、福祉、雇用の関係者が連携するネットワー 
クの充実を図ります。 
また、市町村と連携し、症状の進行に応じて若年性認知症の人やその家 

族が利用できる制度や地域資源の情報の整理を進めます。 
○ 若年性認知症支援コーディネーター*を配置し、若年性認知症に関する相 
談窓口を設置して、支援体制を整えます。 

 
エ 評価指標 

〔基盤（ストラクチャー）〕 

指  標  名 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和８年度） 

チームオレンジ設置市町村

数 
１７市町村 ５４市町村 

認知症サポーター数 ６０４，２３１人（累計） ７５３，０００人（累計） 

キャラバン・メイト数 ４，８４５人（累計） ５，５６０人（累計） 

認知症初期集中支援チーム

フォローアップ研修修了者

数 

３８４人（累計） ７５０人（累計） 

認知症サポート医の養成人

数 
６００人（累計） ７２０人（累計） 

かかりつけ医認知症対応力

向上研修修了者数  
１，４２３人（累計） １，８３０人（累計） 

病院勤務の医療従事者向け

認知症対応力向上研修修了

者数 

４，５８１人（累計） ６，１８１人（累計） 

病院勤務以外の看護師等に

対する認知症対応力向上研

修修了者数 

１６６人（累計） １，１２０人（累計） 

歯科医師認知症対応力向上

研修修了者数  
１，１７７人（累計） １，５５０人（累計） 

薬剤師認知症対応力向上研

修修了者数  
１，７０２人（累計） ２，４５０人（累計） 

看護職員認知症対応力向上

研修修了者数 
４３５人（累計） １，０７５人（累計） 
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指  標  名 現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和８年度） 

認知症カフェ実施市町村数 ４９市町村 ５４市町村 

ちば認知症相談コールセン

ターの電話相談件数・面接

相談件数 

１，１５０件 １，３1０件 

若年性認知症支援コーディ

ネーターによる相談件数 ６２２件 ６５０件 

認知症地域支援推進員研修

修了者数 
８２人（累計） ４４０人（累計） 

認知症介護実践研修受講者

数（千葉市を除く。） 
５，４５４人（累計） ６，３８２人（累計） 

認知症専門職における多職

種協働研修受講者数 
１２８人 １５０人 

「千葉県オレンジ連携シー

ト」の使用枚数 
２９９枚 ６５０枚 

 
〔過程（プロセス）〕 

 
〔結果（アウトカム）〕 

指  標  名 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和８年度） 

高齢者が安心して暮らせる

高齢者施策についての県民

の満足度 

１１％ ３５％ 

 

指  標  名 
現状 

（令和４年度） 

目標 

（令和８年度） 

チームオレンジのチーム数 ６９チーム １４０チーム 

認知症疾患医療センターの

鑑別診断件数 
（千葉市を除く。） 

３，３５２件 ３，９５０件 

本人・家族交流会の参加者

数 ２６３人 ３４０人 

若年性認知症カフェへの参

加者数 １５０人 １７０人 
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